
 

 

No.45 2014.8.27 

山口大学病院 薬剤部 DI ｾﾝﾀｰ 

月 1 回刊行 （℡ 22-2668） 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 
2011 年 4 月 1 日から山口大学医学部附属病院薬剤部と宇部薬剤師会との連携で行っている「副作用シグナル検

出システム」について、システムの改善策や要望等を協議するため、双方で定期的に報告会を開催しています。 
第 13回報告会を以下の日程及び内容で開催しました。 
【日時】2014 年 8 月 21日（木）19:30～20:30 
【場所】山口大学医学部保健学科 S2講義室 
【主な内容】・医師への副作用シグナル報告例の詳細 

・システムの改善点、要望 
・手術部で求められる薬剤師の役割 
・本院では医薬品リスク管理計画（RMP）をどのように実施するか？ 

「薬-薬連携による副作用シグナル検出システム」第 13 回報告会開催
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例年通り、9 月9 日（救急の日）に外来ストック、病棟ストックの見直しを行います。各診療科・病棟におか

れましては、在庫薬品が効率よく管理できるよう、種類・数量の見直しにご協力下さい。ご意見・ご要望等ありま

したら薬品管理室（TEL 2667）までご連絡下さい。 

ストック薬の見直しを行います 

                        

 

★イントラリピッド輸液20％100mL＜静注用脂肪乳剤＞ 

在庫消尽をもって販売中止。 

経過措置期間満了予定日：2015年 3月末日(予定) 代替品：イントラリポス輸液 20％100mL 

販売中止のお知らせ 

 

 
いまだに病棟から「●●さんの内服薬を急いで送って下さい」との電話連絡が多く、対応に苦慮しています。

平日業務時間内（8 時半～17 時）の内服薬・外用薬の薬剤部から病棟への搬送は、下表のメッセンジャー搬送

業務スケジュールで行われています。搬送に要する時間は約 40 分です。緊急に薬の搬送が必要な場合以外は、

病棟到着予定時間までお待ち下さい。 
 

＜内服薬・外用薬のメッセンジャー搬送業務スケジュール （平日業務時間内）＞ 

薬剤部からの搬送時間  病棟到着予定時間 

① 9：30 → 10：10 頃 
② 11：00 → 11：40 頃 
③ 12：30 → 13：10 頃 
④ 13：30 → 14：10 頃 
⑤ 14：50 → 15：30 頃 
⑥ 15：30 → 16：10 頃 
⑦ 17：00 → 17：40 頃 
⑧ 17：30 → 18：10 頃 

 
 

 

内服薬・外用薬の搬送時間について（再通知） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★メトグルコ錠 250mg(一般名：メトホルミン塩酸塩)＜ビグアナイド系経口血糖降下剤＞ 

※メトグルコ投与患者における乳酸アシドーシス発現状況の分析 

乳酸アシドーシス発現状況から考えられたメトグルコ投与時の注意点  

[大前提]全身状態が悪い患者には投与しない 

・高齢者、特に 75歳以上での報告が多い →特に慎重に投与 

・比較的若年者でも報告あり 

・少量投与でも報告あり 

・全症例で乳酸アシドーシスのリスク要因あり 

→年齢、投与量に関わらず、患者の状態に注意、適切な患者を選択（「禁忌」に該当する症例には投与しない） 

・特に脱水の可能性が疑われる症例での報告が多い 

→シックデイ等で脱水が懸念される場合はいったん休薬。利尿作用を有する薬剤との併用時には、特に脱水に注意。 

適正使用のお願い 

                        

 

下記緊急購入薬の診療科限定オーダを開始しました。 

オーダ開始日 緊急購入薬 対象診療科 

2014年 8月 6日 
ツムラ五積散エキス顆粒 

女性外来 
ツムラ苓姜朮甘湯エキス顆粒 

2014年 8月 21日 

エピビル錠 150mg 

三内科 
テビケイ錠 50mg 

スタリビルド配合錠 

ザイアジェン錠 300mg 

 

緊急購入薬の診療科限定オーダ開始のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        
 

★アイトロール錠20mg（一般名：一硝酸イソソルビド）＜狭心症治療用ISMN製剤＞ 

★フランドルテープ40mg(一般名：一硝酸イソソルビド) ＜虚血性心疾患治療剤＞ 

★ミオコール点滴静注50mg(一般名：ニトログリセリン)＜ニトログリセリン注射液＞ 

★ミオコールスプレー0.3mg（一般名：ニトログリセリン)＜ニトログリセリン舌下スプレー剤＞ 

★ニトロペン舌下錠0.3mg(一般名：ニトログリセリン)＜狭心症用舌下錠＞ 

★ミリスロール注1mg/2mL(一般名：ニトログリセリン)＜ニトログリセリン注射液＞ 

★ニコランジル点滴静注用12mg,48mg「日医工」（一般名：ニコランジル）＜不安定狭心症・急性心不全治療剤＞ 

★シグマート錠2.5mg,5mg（一般名：ニコランジル）＜狭心症治療剤＞ 

【禁忌】グアニル酸シクラーゼ刺激作用を有する薬剤（リオシグアト） 

 

禁忌追加のお知らせ 

                        

 

★アプレゾリン注射用20mg(一般名：ヒドララジン塩酸塩)＜血圧降下剤＞ 

製造所の変更に伴い、新製造所での供給開始に遅れが生じ、使用期限の短い製品を供給せざるを得ない状況に

あります。新しい製品の供給時期は2015年2月見込みです。現在出荷中の製品（使用期限：2015年2月 製造後5

年）については、安定性試験の結果より、6年間が担保（使用期限を2016年2月へ延長）されました。 

アプレゾリン注射用 20mg 製品供給について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        
 

★リンデロン注 2mg,4mg,20mg（一般名：ベタメタゾンリン酸エステルナトリウム注射液）＜合成副腎皮質ホルモン剤＞ 

貯法：凍結を避け冷所保存 → 2～8℃で保存 

使用期限：2年 → 3年 

 

★セルタッチパップ70（一般名：フェルビナク）＜経皮鎮痛消炎パップ剤＞ 

販売移管：武田薬品工業株式会社 → ファイザー株式会社（2014年 10月から） 

 

★イオダインＭ消毒液 10％250mL（一般名：ポビドンヨード）＜外用殺菌消毒剤＞ 

キャップ変更、キャップシールを行う 

個装サイズ変更（縦×横×高(mm)）：58×58×135 → 58×58×128 

 

★アンスロビンP500注射用＜血漿分画製剤（乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ製剤）＞ 

「単位」→「国際単位」に表示変更 

 

★ソラナックス錠0.4mg(一般名：アルプラゾラム)＜抗不安剤＞ 

★ダラシンcap150mg(一般名：クリンダマイシン塩酸塩)＜抗生物質製剤＞ 

★メキシチールcap100ｍｇ(一般名：メキシレチン塩酸塩)＜不整脈・糖尿病性神経障害治療剤＞ 

★ロルカム錠4mg(一般名：ロルノキシカム)＜非ステロイド性消炎・鎮痛剤＞ 

シートへバーコード表示、デザイン変更 

包装変更、販売移管等のお知らせ 

                        

 

★ビソノテープ4mg（一般名：ビソプロロール）＜経皮吸収型・β1遮断剤＞ 

★オレンシア皮下注125mgシリンジ1mL（一般名：アバタセプト（遺伝子組換え））＜T細胞選択的共刺激調節剤＞ 

★リキスミア皮下注 300μg（一般名：リキシセナチド）＜GLP-1 受容体作動薬＞ 

薬価収載後 1年が経過したため、2014年 9月 1日から投与期間制限が解除され長期投与可能 

 

投与期間制限解除のお知らせ 

 

                        

 

オーダ中止日 薬剤名 理由 

2014.07.29 PL顆粒 後発品へ変更のため ※代替薬：ﾋﾟｰｴｲ配合錠 

ﾘﾝﾃﾞﾛﾝ液 0.1%5mL 後発品へ変更のため ※代替薬：ﾘﾝﾍﾞﾀ PF眼耳鼻科用液 0.1%5mL 

2014.07.30 ｾﾙｼﾝ錠 5mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ｼﾞｱｾﾞﾊﾟﾑ錠 5mg「ﾄｰﾜ」 

ﾐﾄﾞﾘﾝ P点眼液 10mL 後発品へ変更のため ※代替薬：ｻﾝﾄﾞｰﾙ P点眼液 5mL 

2014.08.01 ｱﾃﾞﾗﾋﾞﾝ 9号注 1mL 後発品へ変更のため ※代替薬：ｱｽﾙﾀﾞﾑ注 1mL 

ﾌｪﾛﾐｱ錠 50mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ｸｴﾝ酸第一鉄 Na錠 50mg｢ｻﾜｲ｣ 

2014.08.04 ｱﾝｷﾞﾅｰﾙ散 12.5% 在庫がなくなったため ※代替薬：ﾍﾟﾙｻﾝﾁﾝ錠 25mg 

2014.08.06 ﾅｳｾﾞﾘﾝ錠 10mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ﾄﾞﾝﾍﾟﾘﾄﾞﾝ錠 10mg「EMEC」 

ﾌﾟﾘﾝﾍﾟﾗﾝ錠 5mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ｴﾘｰﾃﾝ錠 5mg 

ﾘｽﾊﾟﾀﾞｰﾙ錠 1mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ﾘｽﾍﾟﾘﾄﾞﾝ錠 1mg「MEEK」 

2014.08.08 ﾗｷｿﾍﾞﾛﾝ錠 2.5mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ﾖｰﾋﾟｽ錠 2.5mg 

2014.08.11 ﾚﾆﾍﾞｰｽ錠 5mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ｴﾅﾗﾌﾟﾘﾙﾏﾚｲﾝ酸塩錠 5mg「ﾌｧｲｻﾞｰ」 

2014.08.18 ﾄﾞｸﾞﾏﾁｰﾙ cap50mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ｽﾙﾋﾟﾘﾄﾞ錠 50mg「ｻﾜｲ」 

2014.08.21 ﾌﾟﾘｼﾞｽﾀﾅｲｰﾌﾞ錠 400mg 販売中止のため ※代替薬：ﾌﾟﾘｼﾞｽﾀﾅｲｰﾌﾞ錠 800mg 

2014.08.22 ﾘﾝﾃﾞﾛﾝ錠 0.5mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ錠 0.5mg「ｻﾜｲ」 

ﾋﾞｿﾙﾎﾞﾝ錠 4mg 後発品へ変更のため ※代替薬：ﾌﾞﾛﾑﾍｷｼﾝ塩酸塩錠 4mg「日医工」 

 

オーダ中止のお知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※DSUについて：最重要、重要の情報を掲載しています。その他詳細情報については、医薬品・医療機器情報

提供ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(http://www.info.pmda.go.jp/)で確認可能。 

成分名（薬品名） 主な改訂内容 

ﾌﾟﾗﾐﾍﾟｷｿｰﾙ塩酸塩水和物 

(ﾋﾞ･ｼﾌﾛｰﾙ錠、ﾐﾗﾍﾟｯｸｽ LA錠) 
※重大な副作用：肝機能障害 

…AST(GOT)、ALT(GPT)、LDH、γGTP、総ﾋﾞﾘﾙﾋﾞﾝ上昇等の肝機能障害があらわれるこ

とがあるので、十分観察、異常が認められた場合には投与中止、適切な処置。 

ﾄﾙﾊﾞﾌﾟﾀﾝ            (ｻﾑｽｶ錠) ※重大な副作用：汎血球減少、血小板減少 

…十分観察、異常が認められた場合には投与中止、適切な処置。 

ｶﾙﾍﾞｼﾞﾛｰﾙ          (ｱｰﾁｽﾄ錠) ※重大な副作用：中毒性表皮壊死融解症(Toxic Epidermal Necrolysis:TEN)、皮膚粘膜眼

症候群(Stevens-Johnson症候群) 

…十分観察、異常が認められた場合には投与中止、適切な処置。 

ｲﾝﾌﾘｷｼﾏﾌﾞ(遺伝子組換え) 

(ﾚﾐｹｰﾄﾞ点滴静注用) 
※重大な副作用：横紋筋融解症 

…脱力感、筋肉痛、CK(CPK)上昇、血中及び尿中ﾐｵｸﾞﾛﾋﾞﾝ上昇に注意し、このような

症状があらわれた場合には投与中止、適切な処置。 
ｽｶﾞﾏﾃﾞｸｽﾅﾄﾘｳﾑ 

 (ﾌﾞﾘﾃﾞｨｵﾝ静注) 
※重大な副作用： 

･心室細動、心室頻拍 

･冠動脈攣縮…十分観察、異常が認められた場合には直ちに適切な処置。 
ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ 

(ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ点滴静注液「NK」) 
※重大な副作用：腫瘍崩壊症候群 

…血清中電解質濃度及び腎機能検査を行うなど、患者の状態を十分観察。異常が認め

られた場合には投与中止、適切な処置（生理食塩液、高尿酸血症治療剤等の投与、

透析等）を行うとともに、症状が回復するまで十分観察。 
ﾘﾈｿﾞﾘﾄﾞ  (ｻﾞｲﾎﾞｯｸｽ錠・注射液) ※重要な基本的注意： 

乳酸ｱｼﾄﾞｰｼｽ等の代謝性ｱｼﾄﾞｰｼｽがあらわれることがあるので、嘔気、嘔吐の症状が繰

り返しあらわれた場合、直ちに医師の診断をうけるよう十分指導。これらの症状や原

因不明のｱｼﾄﾞｰｼｽもしくは血中重炭酸塩減少等の症状があらわれた場合、投与中止など

適切な処置。 

※重大な副作用： 

･代謝性ｱｼﾄﾞｰｼｽ…十分観察、異常が認められた場合には投与中止、適切な処置。 

･肝機能障害…AST(GOT)、ALT(GPT)、LDH、Al-P、γGTP 等の上昇を伴う肝機能障害が

あらわれることがあるので、十分観察、異常が認められた場合には投与

中止、適切な処置。 
ﾒﾄﾛﾆﾀﾞｿﾞｰﾙ    (ﾌﾗｼﾞｰﾙ内服錠) ※重大な副作用：出血性大腸炎 

…ﾍﾘｺﾊﾞｸﾀｰ･ﾋﾟﾛﾘ感染症に用いた場合、出血性大腸炎があらわれることがあるので、

腹痛、血便、頻回の下痢があらわれた場合には直ちに投与中止、適切な処置。 

                        

 

★医薬品・医療機器等安全性情報報告制度」の報告様式の変更について 

薬事法及び薬剤師法の一部を改正する法律（平成25年法律第103号）の施行に伴い，医薬品安全性情報報

告書の様式を変更した。 

・「要指導医薬品」の追加 

・「一般用医薬品の購入経路」の追加 

・「健康被害救済制度に関する項目」の追加 

・「化粧品・医薬部外品安全性情報報告書」を医薬品の報告書様式とは別に定めた 

 
医薬品･医療機器等安全性情報は、医薬品医療機器情報提供ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（http://www.info.pmda.go.jp/）又は厚生労働

省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(http://www.mhlw.go.jp/)からも入手可能。 

医薬品・医療機器等安全性情報 No．314 

☆Drug Safety Update No.232より使用上の注意改訂のお知らせ 

改訂内容の重要度 ★：最重要 ※：重要 


